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 ドイツ・ナショナリズムとはいかなる現象か――この問いに取り組んだ二〇世紀の政治

史研究者は、大抵の場合次のように回答してきた――「それはドイツの西欧（特に英仏、

あるいは更に米）に対する抵抗の思想である」と。このようなドイツ・ナショナリズムの

西欧主義的理解は、西欧を中核とした今日のヨーロッパ統合の深化とその東方への拡大と

を正当化する思想的基盤ともなってきた。なるほど従来の研究者も、ドイツ・ナショナリ

ズムが決して西欧だけではなく、ポーランド人やチェック人に代表される東欧の人々にも

鋭い攻撃を向けてきたことを無視してはいない。しかし彼らは、ドイツ国家が西欧的政治

理念であるリベラル・デモクラシーに抵抗し、「権威主義的国民国家」（Ｗ・モムゼン）を

構築したために、東欧の人々にも抑圧的な姿勢をとったのだと考えてきた。要するに「ヨ

ーロッパ的ドイツ」（Ｔｈ・マン）、すなわち西欧化したドイツこそ、過去のドイツのあら

ゆる害悪を克服する道だという実践的な対策が、ここから導出されることになるのである。 
 しかし第二次世界戦争に到るドイツ・ナショナリズムの暴発の過程を、その反西欧・非

西欧的性格のみに還元することは出来ない。まさにＴｈ・マンがそうであったように、ド

イツを西欧化し、ドイツと西欧諸国との友好を育む方向でドイツ国民国家の発展を願った

西欧派ドイツ・ナショナリストは少なからず存在したのであり、しかも彼らが激しい攻撃

性、排外性を示すこともあったのである。フリードリヒ・マイネッケ、ハンス・デルブリ

ュック、エルンスト・トレルチュ、フリードリヒ・ナウマンといったこれらの人々は決し

て無名ではなかっただけに、その存在を度外視ないし例外視して一般にドイツ・ナショナ

リズムの反西欧的・非西欧的性格のみを強調することが、政治史研究上正当化されるとは

到底思えない。ドイツ・ナショナリズムという現象を安易に性格付けて攻撃するのではな

く、そこに込められた人間の複雑な愛憎を解きほぐしてみるためには、対象を限定した上

で西欧派ドイツ・ナショナリズムの実態に肉薄することが必要なのである。 
本論が西欧的ドイツ・ナショナリズムの具体例として分析した対象は、マックス・ヴェ

ーバー（一八六七年―一九二〇年）のそれである。社会科学者として世界的に名を馳せた

ヴェーバーは、ヴィルヘルム期ドイツを代表する西欧派ドイツ・ナショナリズムの論客の



一人であり、その卓越した知性を現実政治の世界でも遺憾なく発揮した。ビルマルク期か

らヴィルヘルム期へと移り、ドイツ国民国家が国際権力政治の組織主体としての活力を喪

失しているように思われることについて、ヴェーバーは燃えるような憂慮の念を抱いた。

ヴェーバーのみるところその原因は、ビスマルク退陣後の指導者気質を有する政治家の欠

乏、政治と学問とを蝕む「官僚制」化の進展、経済的基盤を失って私利私欲に走るユンカ

ーの特権的支配、過去に満足して目標を見失っている市民階級、ディレッタント君主の愚

行、弱者への憐憫に夢中で権力闘争の現実を正視しない平和主義者たちの跋扈であるよう

に思われた。こうした停滞ぶりに渇を入れドイツ国民国家を再び国際権力政治における生

き生きとした闘争主体にするために、ヴェーバーが示唆したのが西欧、特にアングロ＝サ

クソン圏における人間の自由闊達な生活様式である。ヴェーバーの同時代人をみれば明ら

かなように、アングロ＝サクソン圏はドイツ自由主義陣営の政治的論客にとっては憧憬の

対象であることがしばしばであったが、ヴェーバーの場合には親類縁者がイギリス、アメ

リカ合衆国に多くいるという追加的事情もあった。ヴェーバーのアングロ＝サクソン圏に

対する強い興味、憧憬、劣等感は、一九〇四年のアメリカ旅行によって決定的に増幅され

た。第一次世界戦争でヴェーバーがアメリカの参戦を極端に恐れたのは、彼がアメリカの

潜在力を非常に高く評価していたことと密接に結びついている。ただ注意しなければなら

ないのは、ヴェーバーは単純にアングロ＝サクソン圏を憧憬していたわけではなく、同時

に多くのドイツ人同胞と同じようなアングロ＝サクソン圏に対する違和感にも満たされて

いたということである。ヴェーバーもまたイギリス海上帝国の世界支配に不公正なものを

感じ、ドイツの海外進出を（少なくとも観念的には）熱心に望んでいたし、リベラル・デ

モクラシーの理念を振りかざして国際権力政治に割って入ろうとするアメリカ大統領ウッ

ドロウ・ウィルソンの高圧的な道徳主義には強い違和感を抱いていた。強い憧憬を感じな

がら、そこに文字通り没入することは出来ないでいるというのが、ヴェーバーのアングロ

＝サクソン圏に対する態度だったのである。 
 西欧に対して愛憎半ばするヴェーバーは、東欧の政治勢力に対してもまた別な意味で両

義的な姿勢で臨んでいる。ヴェーバーにとって東欧における最大の問題はロシアとドイツ

との角逐である。前年のロシア第一革命を踏まえて一九〇六年に書かれたロシア政治分析

において、専制政治と農村共同体とを基盤とする後進国ロシアが非常な困難を抱えつつも、

（ドイツを含む）西欧の政治理念の洗礼を受けて徐々に変化しつつあると認識したヴェー

バーは、ドイツの自由主義知識人として改革の先頭に立つロシアの同志たちに共感し、官

僚制という新しい武器をもってこれを弾圧しようとする皇帝政府に激しい憎悪を燃やして

いる。しかしヴェーバーはドイツ・ナショナリストとして、ロシアが西欧化によってその

列強としての実力を増大させるのを危惧した。人間改革による国力増大に注目するヴェー

バーは、ドイツが西欧化によって国力を増大させるように、ロシアも西欧化によって国力

を増大させることに一抹の不安を覚えたのである。「ロシアの脅威」に対するヴェーバーの
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不安が爆発するのが第一次世界戦争で、それは一九一七年の二度に亙るロシア革命を通じ

ても全く払拭されなかった。こうしたヴェーバーのロシア観との関連で興味深いのが、彼

の生涯に亙るポーランド問題に対する取り組みである。そもそもヴェーバーが政治評論家

として初めて世に知られるようになったのは、彼が社会政策学会でポーランド人農業労働

者がドイツ東部に拡大することを警告したときのことであった。ヴェーバーはポーランド

人農業労働者という彼のみるところ「文化」の低い人間たちがドイツ国境を越えて侵入し、

ドイツ人農民たちの仕事場を奪っていくという事態に我慢が出来なかったのである。ヴェ

ーバーはこの活動の一環として、全ドイツ連盟やドイツ・オストマルク協会といったドイ

ツ・ナショナリズム煽動団体に加入し、論客としての頭角を現すことになる。ところが一

九〇六年にロシア政治分析に従事するようになり、ロシア国内のポーランド人がその文化

的自治の代償としてロシアと連合する気配があることを知るや否や、ヴェーバーはポーラ

ンド人農業労働者排除論を撤回しないまま、同時にプロイセン領内のポーランド人に文化

的自治を与えることを要求するようになる。第一次世界戦争でロシアの脅威が深刻なもの

になると、ヴェーバーのポーランド人との和解要求はより真剣なものになっていく。とこ

ろが敗戦によってポーランド独立国家が誕生し、その領土要求がドイツ東部のポーランド

人居住地域に及びようになると、ヴェーバーのポーランド人に対する態度は急速に硬化し

たのである。 
 結局ヴェーバーの五十四年の生涯を概観してみえてくるのは、彼の西欧志向によってそ

のドイツ・ナショナリストとしての苦悩が深まったということである。ヴェーバーは西欧・

ドイツ・東方という序列意識を強烈に意識しており、その上でドイツが西欧諸国に倣い西

欧諸国と同様に世界の「名士民族 [Herrenvolk]」の一角を占めることを強く望んだのであ
る。しかしドイツ人としての自尊心もあるヴェーバーはそうした西欧諸国のありかたに没

入することは出来なかったし、第一次世界戦争になるとヴェーバーが西欧列強がドイツを

自分たちの仲間から排除しようとする光景に遭遇し憤激した。ドイツの「名士民族」への

昇格に躍起なヴェーバーが、ドイツ人よりもその理想に遠いようにみえたポーランドやロ

シアなどの諸民族に非常に冷淡にならざるを得なかったというのは、悲劇的なことではあ

るが驚くには当らないことなのであった。 
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